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692 {代議n
252‘プロサッカー選手の才フ綴・鍛練滋・試合
織における務の省酸紫約代謝能力の変化"
く滞林光紘秋熊広務機英幸(筑波大・大
学鮫)電話機尚彦係改金大，教築部〉久里子瀦也
(東京大・数獲学部〉桜井慾ニ(筑波大・犠床復
学系人 3書館茂(筑波大・体育科学系)
限的}殺々は綴度線設法による腕伸展挙上議議会
寺においてクレアチン1)ン畿(PCr)の低下機儀(
PCr)を鍛繋し、これが撃し轍封欝{護(しす)およひ漁
市生機{護 (VT)との簡に有議な格関関{茶を示すこと
を報告した‘これらの結果(;1:，筋の有線紫a9代議;能力
ご全身のそれとが溜擦な幾係にあることを邪愛してい
る.そこで，本研究においては潟所的な筋の有鍛紫的
モ諸説能力と全身の有線紫約代謝能力の変化がどのよう
よ関係しているのかを明らかにするために‘ 31p小JMR
を熔いて，プロサッカー選手のオフ潟・鍛錬期・試合
織におけるVα‘畿大震愛索摂取盤 (Vozmax)および
vrの縦額約な変化を綾射した.
C方法}被検幸おこはブロサッカー i護手7名をmいた.
議1)定は3月(オフ鱗， 5名). 5月(鍛練翼n，2名)i 7 
月(試合期宅 5名)，および10f](試合綴1 6名)，こ
行なった.1PCrをj慰定するために超電総AF議鐙内
において毅麟減法による締の伶滋挙上運動を行立っ
たー Vo2maxおよひ~は自転車工ルゴメーターを湾い
た負持議竣運動テストから決定した.
{結果および考察}オフ鶏‘鍛練鱗毛および談会
期における各パラメーターの変化iこは銭入護方喰窓めら
れた，わずかな例外はあるが‘ V02符強Xおよび
V句，@Vff.i吐露加するとやαは増加し¥PCrl(pOけPi問
題復速度は速くなる傾向にあった.TPCr(7)増加筆
(ATPα〉はVTの増加盤(/lVo2@Vf)との関に
r-0.78の宿窓な穏鶴男毒係を示した綴 1)~しかし舎
がら‘ ATPCrはVo2maxの変化援との熊にr=0.62の線
鶴{系数を示したものの哩毅苦悩こ路建で儲かった.
以上の結果t;t，務の脊徴紫的代織をカの変化は全身の
有機紫約代謝能力の変化と密接な欝{系にあることを示。ilしている.
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